
 

 

 

 

前
回
は
、
住
屋
遺
跡
か
ら
確
認
さ

れ
た
当
時
の
人
々
の
生
活
の
痕
跡
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
そ
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
道
具

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
様
々
な
焼
き

物
な
ど
の
道
具
は
、
遺
物
と
よ
ば
れ

ま
す
。
住
屋
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺

物
は
、
宮
古
島
市
内
で
最
大
の
数
量

を
ほ
こ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中

で
島
外
か
ら
搬
入
さ
れ
た
遺
物
に
つ

い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

住
屋
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
最
も
古

い
遺
物
は
、
長
崎
県
で
産
出
さ
れ
る

滑
石
と
い
う
石
を
加
工
し
た
鍋
や
、

中
国
で
焼
か
れ
た
白
磁
玉
緑
碗
、
鹿

児
島
徳
之
島
で
焼
か
れ
た
カ
ム
ィ
ヤ

キ
に
な
り
ま
す
。
特
に
滑
石
製
の
石

鍋
は
、
宮
古
島
市
内
か
ら
は
住
屋
遺

跡
か
ら
の
み
出
土
す
る
遺
物
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
島
外
の
遺
物
が
、
宮

古
島
か
ら
発
見
さ
れ
る
の
は
、
十
二

世
紀
頃
か
ら
中
国
や
沖
縄
本
島
と
船

に
よ
る
交
易
が
始
ま
っ
た
た
め
で

す
。
特
に
十
五
世
紀
中
頃
以
降
に
な

る
と
住
屋
遺
跡
の
前
面
に
位
置
す
る

漲
水
港
と
、
那
覇
港
を
拠
点
と
し
た

交
易
が
活
発
化
し
、
様
々
な
交
易
品

が
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
中

国
産
の
陶
磁
器
と
し
て
は
、
青
磁
、

白
磁
、
青
花
、
褐
釉
陶
器
な
ど
の
焼

き
物
が
多
量
に
出
土
し
ま
す
。
青
磁

は
、
緑
色
の
釉
を
し
た
焼
き
物
で
龍

泉
窯
の
周
辺
で
焼
か
れ
、
白
磁
は
、

白
色
の
釉
を
し
、
福
建
省
周
辺
で
焼

か
れ
て
い
ま
す
。
青
色
は
、
コ
バ
ル

ト
と
呼
ば
れ
る
岩
料
を
用
い
て
文
様

が
描
か
れ
る
華
や
か
な
焼
き
物
で

す
。
主
に
景
徳
鎮
の
周
辺
で
焼
か
れ

て
い
ま
す
。
他
に
も
タ
イ
で
焼
か
れ

た
焼
き
物
な
ど
も
出
土
し
、
様
々
な

地
域
の
焼
き
物
が
宮
古
島
へ
持
ち
込

ま
れ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
ま
す
。 

 

十
七
世
紀
に
な
る
と
、
中
国
の
福

建
省
か
ら
広
東
省
周
辺
で
焼
か
れ
た

青
花
に
加
え
、
日
本
本
土
の
肥
前
や

薩
摩
で
焼
か
れ
た
焼
き
物
も
多
く
出

土
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
六
０

九
年
に
、
薩
摩
藩
が
琉
球
王
府
へ
侵

攻
し
、
事
実
上
琉
球
王
府
は
薩
摩
藩

の
支
配
下
に
治
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
九
州
地
域
の
焼
き
物
も
、
沖

縄
島
を
経
由
し
て
、
宮
古
島
へ
持
ち

込
ま
れ
る
と
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

 

沖
縄
島
や
石
垣
島
で
は
、
窯
を
用

い
た
焼
き
物
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
宮
古
島
で
は
素
焼
き

の
土
器
し
か
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
島
外
か
ら
持
ち

込
ま
れ
る
こ
れ
ら
の
硬
質
な
焼
き
物

は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
貴
重

な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

 

今
回
紹
介
し
ま
し
た
住
屋
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
宮
古
島
市
総

合
博
物
館
で
も
常
設
展
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
覧
下
さ

い
。 
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連
載 

文
化
財
を

巡
る 

住
屋
遺
跡
② 

 
平成27、28年度にかけて、当博物館に寄贈及び委託された、歴史、 
民俗、美術工芸、自然、視聴覚資料を、会期を２回に
分けて公開致します。 
 12月は民具などの懐かしい資料も展示しますの
で、多くのみなさまのお越しをお待ちしております。 
 
期間：12月15日（金）～１月31日（水） 
場所：市総合博物館 特別・企画展示室 

第33回企画展「平成27・28年度新収蔵品展」開催します! 

◆◆◆◆◆お知らせ◆◆◆◆◆ 

 平成25・26年度に寄贈された資料の一部 

14世紀頃の青磁.鉢 
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 第13回宮古島市生涯学習フェスティバルが11月19日（日）に宮古島市中央公民館で開催されました。 

 本フェスティバルは、「遊び 学び 喜び」をテーマに青少年の家によるかんたん体験ゲーム・ロボット体験をはじめ、公

民館関係団体の活動展示、紙芝居・読み聞かせ、舞台発表など多彩な催しを展開しました。また、社会教育功労者として石原順

子氏、社会教育功労団体として「おはなしサークルおっぱい」の表彰式も行いました。当日は、約450名の方にご来場いただき

賑わいをみせていました。 

ご来場いただいた皆様、運営にご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。 

 10月24日（火）中央公民館において、宮古島市の小中学校教論を対象に「教育ICTセミナーin宮古島」

が開催されました。情報通信総合研究所ICT創造研究部特別研究員の平井聡一郎氏によるICT機器（タブ

レットPC）を活用した授業のあり方やそれによって期待される子供たちの変化について講話やロイロ

ノートを活用した模擬授業を実践していただきました。会場には80名余の教職員とICT教育に関心を

持つ市議会議員５名も参加して一人１台ずつ準備されたタブレットPCを使い、模擬授業を体験しまし

た。参加者からはこのような便利で楽しく学習できる機器があるのなら、是非授業に取り入れて実践

してみたいという声が多く聞かれました。参加した議員からもこれからの学校教育に必要なこと、市

としても整備を進めていく必要があるという意見があげられました。セミナーの様子は現在、宮古テ

レビの行政チャンネルで毎日16時と23時から放映されています。当日参加できなかった方は是非ご覧

ください。 

 
 平成２９年度沖縄県都市教育長協議会第２回会議が、１０月２０日に宮古島市平良庁舎で開催されました。沖縄県都市教育長協議会は、

県内１１市の教育長で構成され、それぞれの市が抱える教育行政の諸問題を議論し、解決策を見出していく事を目的に年度内に３回開催

します。開催場所は各市輪番制となっており、宮古島市では約３年ぶりの開催となりました。

会議の冒頭には宮古島市長も歓迎のあいさつを述べ、その後、①家庭教育支援について、②教職員の業務改善対策について、③学習支

援員及び特別支援教育支援員の配置について、の３つを議題とし、各市の現状と対応の状況等について理解を深めました。 

平成３０年度には、県内全市町村教育長・教育委員・事務局職員を対象とした「沖縄県市町村教育委員会連合会定期総会・研修会」も

宮古島市で開催予定です。 

 11月9日（木）～19日（日）、宮古島市総合博物館にて第25回重要無形文化財保持団体秀作展－日本の伝統美と技の世

界－が開催されました。平成16年以来の開催で、全国重要無形文化財保持団体協議会加盟の14団体（陶芸、染織、漆芸、手

漉和紙）から選りすぐりの秀作43点が集まりました。10日間で2,174名の方々が来館され、その高度な技と美の世界を堪能

されました。一部触ることが出来る原材料や作品もあり、職人さんの技術を目の当たりにした皆さんは、驚きの声を上げて

いました。週末には宮古苧麻績み保存会による糸作りの実演・体験、宮古上布保持団体による絣くくりや砧打ちの体験、伊

勢型紙技術保存会による型紙の突彫り実演や型紙の彫刻体験、久米島紬保持団体による真綿作り・糸つむぎの実演・体験があ

り、多くの親子連れで賑わいました。少しでも体験をすることにより、したしみがわくとともに職人さんの技術の高さを実

感できたと思います。 



 

 

 

 

【受 付】 月～金曜日(祝祭日除く)午前８時30分～午後4時0分 

【所在地】 城辺字福里600-1  城辺庁舎内 

    ※来所相談・訪問相談も可能です。（要連絡） 

子育てや学校生活で悩んでいませんか？ 

教育相談室では、学校や家庭で悩みがある児童・生徒、その保護

者、または学校職員や教育関係者の相談・支援をいたします。 

※相談等で話したことが、外部にもれることはありません。 

      教 育 相 談 室           ７７ー２７２７    

1/７（日） 第41回ライカム杯 混合ダブルスバトミントン大会 

1/8(月） 成人の日（祝日開館9:00～17：00） 

1/13（土） 第37回全宮古中学校春季総合体育大会 卓球大会 

1/14(日） 第108回 総合卓球大会 

1/20(土）・1/21（日） 第37回全宮古中学校春季総合体育大会バレーボール競技 

1/28(日） 第10回宮古テレビ杯学生ダブルスバトミントン大会 

2/3（土）・2/4（日） 第8回オープンラージボール卓球大会 

2/10（土） 卓球教室 

2/11(日） 建国記念の日（祝日開館9:00～17:00） 

2/17(土） 第5回大野・中島杯ソフトテニスジュニア選手権 

2/18（日） 第43回宮古新報社杯ソフトテニス100才大会 

2/24（土） HONEYBREAD Rinプレゼンツ 第2回ジュニアハンドボールスクール 

行事予定 

色を表す漢字を□に１字入れると、二字熟語が完成します。 

①□空 ②□飯 ③□道 ④□属 

1/７（日） 第46回高校野球連盟競技会 

1/8(月） 成人の日（祝日開館9:00～17：00） 

1/20(土）・

1/21（日） 

第37回全宮古中学校春季総合体育大会 

            サッカー競技 

1/27(土） 第36回全宮古小学校駅伝競走大会 

2/11（日） 建国記念の日（祝日開館9:00～17：００） 

市民スポーツ課  ☎７３－４４６９ （月曜休み） 

※施設使用の詳細は、市民スポーツ課までお問い合わせ下さい。 

平成２９年度第６回教育委員会定例会が１０月２６日に開催されました。城辺地区の旧西中共同製糖場跡（国登録有形
文化財・旧西中共同製糖場煙突含む）、下地地区にある有形文化財（建造物）にやつ墓（ニャーツ墓）を、宮古島市文
化財保護審議会へ諮問することについて提案され、承認しました。また、「学校心理士」という職名を「特別支援教育
心理士」に改める宮古島市学校心理士設置要綱の一部を改正する訓令について提案され、可決しました。そのほか、城
辺地区の４中学校（福嶺・城辺・西城・砂川中学校）の統合に伴い、西城中学校の位置に「（仮称）城辺地区統合中学
校」を新たに設置する宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例を12月議会に議案提出依頼することについて議論
し、承認しました。 

 １１月２４日には第７回定例会が開かれ、沖縄県青少年保護育成条例に基づく宮古島市における立入調査要領の一部
を改正する訓令を審議・可決しました。また、宮古島市立学校設置条例の一部を改正する条例の議案提出依頼について
提案されました。今回の条例改正は、現在休校中の宮島小学校・宮島幼稚園を自治会からの要請を受け廃校とするもの
で、審議の結果可決されました。そのほか宮古島市教育委員会人事異動について承認したほか、城辺地区における中学
校統廃合計画の見直しについて(要請)も報告されました。 

前回の回答 ①＋ ②× ③÷ ④× ⑤÷ 

～おはなしたまてばこ・おはなし会～ 

▲平良図書館 

▲城辺図書館 

 1月20日（土）  10時30分   

 1月７日（日）   15時00分 

2月４日（日）   15時00分  

2月17日（土）  10時30分 

▲平良図書館 北分館 

平成29年12月28日（木）18時で閉館致します。平成31年７月
に開館予定の「未来創造センター（仮称）」へ移転するまで、
平成30年4月以降に資料の一部（宮古関連）を城辺図書館で閲覧
できるように調整中です。皆様のご理解をお願いします。 

毎週土曜日 午後3時～ 



 

 

 


